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　いつもご覧いただきましてありがとうございます。今回の議会
報告会では初めてハイブリッドで開催しました。コロナ禍での新
たな取り組みでしたが、会場や自宅など何処からでも参加できる
仕組みでありました。この経験を活かし、更にご意見を伺える報
告会にして参ります。また、表紙は私達で撮影し、市内７コミュニ
ティを紹介してきました。次回シリーズをお楽しみに。  （波多江）

編集後記

議員３０年以上特別表彰を受賞された田中允議員

　第９８回全国市議会議長会
定期総会において、永年の議
会活動を通じ、地方自治と市
政の発展に寄与された功績に
対し、議員30年以上特別表
彰として田中允議員が受賞さ
れました。

議会を見る Facebook 日記 議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。

６月８日
議員３０年以上
特別表彰
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目次

会議録の検索はこちらから
（６月定例会の会議録は、８月下旬以降に検索できます）

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

筑紫野市議会
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
　
取
り
組
み
状
況

　
「
筑
紫
野
市
小
中
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
計
画
」

を
具
現
化
す
る
た
め
に
、

「
令
和
４
年
度
筑
紫
野
市

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
実
施

計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
担
当
の
指
導
主
事
を
中

心
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
活

用
し
た
授
業
づ
く
り
の
具

体
化
や
情
報
モ
ラ
ル
に
関

す
る
指
導
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進
研

修
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
第
１
回
研
修
会
で

は
、
校
務
分
掌
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
教
育
を
位
置
づ
け
る

こ
と
や
、
中
学
校
ブ
ロ
ッ

ク
で
小
中
学
校
が
連
携
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す

る
知
識
と
技
能
に
た
け
て

い
る
教
職
員
に
よ
る
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
Ｓ
Ｔ
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
教
育
に
関
す
る
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
委

員
会
等
で
検
討
し
た
内
容

は
定
例
校
長
会
の
中
で
周

知
し
、
市
内
の
小
中
学
校

で
の
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
状
況
は
。

現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

担
当
の
指
導
主

事
１
名
と
職
員
２
名
の
３

名
の
体
制
で
あ
る
。
早
急

に
１
名
を
追
加
し
、
体
制

整
備
を
図
り
た
い
。

概
要

概
要

所
管
事
務
調
査

概
要

全員一致

可決

委
員
会
で
の
質
疑

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会
迅
速
に
支
給
す
る
た
め
に

議
会
初
日
に
委
員
会
を
開
催

　　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

６
億
４
６
９
３
万
９
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
３

９
億
５
３
３
１
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

ど
の
よ
う
な

考
え
で
、
こ

れ
ら
の
事
業
を
選
ん
だ
の

か
。

国
の
総
合
緊

急
対
策
で
は
、

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
使
っ
て
、

子
育
て
世
帯
支
援
・
中

小
企
業
者
支
援
等
が
求

め
ら
れ
て
い
る
た
め
。

図
書
カ
ー
ド
の

支
給
時
期
は
。

物
価
高
騰
対
策

に
加
え
て
、
家

庭
学
習
を
促
進
す
る
た
め

で
も
あ
る
の
で
、
夏
休
み

前
ま
で
に
は
支
給
し
た

い
。

物
価
高
騰
に
よ

り
本
市
の
給
食

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

て
い
る
の
か
。

現
時
点
で
は
、

食
材
費
は
前
年

度
比
で
約
６
％
高
騰
し
て

い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
上

昇
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

待
機
児
童
数
　
大
幅
減
少

　
令
和
４
年
４
月
１
日
時

点
の
待
機
児
童
数
は
、
31

人
で
す
。
昨
年
度
は
、
１

３
７
人
で
１
０
６
人
減
少

し
て
い
ま
す
。
年
齢
別
の

待
機
児
童
数
の
内
訳
は
、

左
図
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　

　
待
機
児
童
数
は
、
認
可

保
育
所
申
込
者
数
に
対
し

各
園
の
定
員
と
保
育
士
の

雇
用
状
況
に
よ
り
、
変
動

し
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
い
き
い
き

ほ
い
く
え
ん
（
定
員
１
５

０
人
）
の
創
設
や
原
田
保

育
園
（
定
員
３
５
０
人
↓

３
８
０
人
）
の
増
改
築
な

ど
に
よ
り
、
定
員
が
増
え

た
こ
と
で
、
待
機
児
童
数

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
取
り
組
み
〉

①
新
た
に
小
規
模
保
育
事

業
所
２
施
設
を
創
設
し
、

令
和
５
年
４
月
の
開
園
を

目
指
す
。
定
員
は
各
19
人

で
合
計
38
人
の
受
け
入
れ

が
可
能
と
な
る
。

②
既
存
認
可
保
育
所
の
入

所
者
数
増
を
目
指
し
、
保

育
士
の
雇
用
確
保
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
各
園
と

連
携
を
進
め
る
。

③
保
育
士
を
新
規
に
雇
用

す
る
た
め
、
８
月
に
認
可

保
育
所
合
同
就
職
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
。

　
ま
た
、
保
育
補
助
者
の

活
用
と
家
賃
補
助
制
度
、

広
域
入
所
制
度
を
継
続
。

　
保
育
士
の
処
遇
改
善
や

求
人
登
録
等
も
行
い
保
育

士
の
雇
用
確
保
に
努
め
る
。

小
規
模
保
育
事

業
所
の
創
設
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

６
月
13
日
に
公

募
内
容
の
概
要

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

し
て
い
る
。
今
後
、
正
式

な
募
集
要
項
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
掲
載
す
る
。
申
込

は
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
ま
で
の
予
定
で
、
そ

の
後
審
査
を
行
い
た
い
。

小
規
模
保
育
事

業
所
と
認
可
保

育
所
と
の
連
携
は
。

小
規
模
保
育
事

業
所
が
認
可
保

育
所
（
園
）
と
の
連
携
保

育
施
設
を
確
保
す
る
。
３

歳
に
な
っ
た
時
の
入
所

は
、
保
護
者
の
希
望
に
沿

っ
た
保
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
る
。

所
管
事
務
報
告

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

全員一致

可決

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
な
ど

　　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

１
億
５
８
５
４
万
４
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
４

１
億
１
１
８
５
万
８
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納

等
支
援
事
業
の
算
出
根
拠

は
。

対
象
者
は
約
２

５
０
人
が
対
象

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
約
１
万
円
相
当
の
乗

車
券
等
を
支
給
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
過
去
３
年

間
の
返
納
件
数
の
平
均
か

ら
算
出
し
て
い
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

執
行
部

議
員

258万円1
国
の
支
援
策

市
独
自
の
支
援
策

事業名 事業概要 予算額No 区分

歳出補正の内容と予算額

１億3,638万円6

１億2,381万円2

480万円3

１億9,886万円4

１億1,250万円5

6,800万円7

住民税非課税世帯等への臨
時特別給付金支給事業

新たに住民税非課税となった世帯への臨時特別給付金の支給方法を
変更するもの。

低所得の子育て世帯（児童扶養手当受給者・住民税非課税の子育て世帯
等）へ生活支援特別給付金として児童１人あたり５万円を支給するもの。

国の制度改正に伴い、申請期間を８月末まで延長するもの。
（月額／１人世帯：６万円、２人世帯：８万円、３人以上世帯：10万円）

物価高騰の中、子育て世帯の生活を支援するために、０歳～１８歳を
対象に、一人あたり20ｋｇのおこめ券を支給するもの。

物価高騰による家計支援と地場経済活性化のため、市内対象店舗に
おけるキャッシュレス決済による支払いに20％分のプレミアムポイ
ントを付与するもの。※３月末までのいずれかの1カ月

子どもの読書離れを予防し、家庭学習を促進するため、小・中・高校生
等に図書カードを一人あたり１万円分支給するもの。

食品価格が高騰するなか、給食の質を維持し、保護者の負担軽減を図
るために、給食費の助成や給食の材料購入経費の増額を行うもの。

子育て世帯生活支援特別給
付金支給事業

新型コロナウイルス感染症生
活困窮者自立支援金支給事業

子育て世帯へのおこめ券支
給事業

家計応援・キャッシュレス決済
普及促進事業

児童・生徒への図書カード支
給事業

学校給食物価高騰対策事業
他　５事業

130万円1

事業名 事業概要 予算額No

262万円2

1,950万円

3 １億2,948万円

4

564万円5

防災事務事業 行政区の屋外拡声器等を整備

自主返納等を行った高齢者に公共交通機関の乗車券等を支給

令和3年度の事業費精算に伴い、国庫支出金を返還

小規模保育事業所の整備における国の補助基準額と補助率の
引き上げ
民間との給与格差是正のため、公立保育所等の会計年度任用
職員の給与見直し

高齢者運転免許証
自主返納等支援事業
住民税非課税世帯等への
臨時特別給付金支給事業

児童福祉施設整備事業

二日市保育所運営事業
他13事業

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

認可保育所
定員合計数

認可保育所
保育士合計数

R3

2110

413

R4

2290

437

前年度比

＋180

＋24

参考資料（4月1日時点）

令和3年
10

71

31

合計137人

13
111

令和4年

合計31人

106人
減少

10
14
7

（単位：人）

申込者数

認可保育所入所数

その他の施設利用等

待機児童数

R3

2411

R4

2443

前年度比

＋32

2063 2176 ＋113

211 236 ＋25

137 31 －106

保育所入所状況（4月1日時点）

待機児童数　前年度比較

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

（単位：人）

※万円単位で掲載しています。

※万円単位で掲載しています。
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
　
取
り
組
み
状
況

　
「
筑
紫
野
市
小
中
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
計
画
」

を
具
現
化
す
る
た
め
に
、

「
令
和
４
年
度
筑
紫
野
市

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
実
施

計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
担
当
の
指
導
主
事
を
中

心
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
活

用
し
た
授
業
づ
く
り
の
具

体
化
や
情
報
モ
ラ
ル
に
関

す
る
指
導
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進
研

修
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
第
１
回
研
修
会
で

は
、
校
務
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掌
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
教
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位
置
づ
け
る

こ
と
や
、
中
学
校
ブ
ロ
ッ
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で
小
中
学
校
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連
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し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す

る
知
識
と
技
能
に
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て
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員
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よ
る
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
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用
Ｓ
Ｔ
委
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会
」

を
立
ち
上
げ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
教
育
に
関
す
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課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
委

員
会
等
で
検
討
し
た
内
容

は
定
例
校
長
会
の
中
で
周

知
し
、
市
内
の
小
中
学
校

で
の
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。Ｉ

Ｃ
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支
援
員

の
配
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況
は
。

現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

担
当
の
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導
主

事
１
名
と
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員
２
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の
３
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の
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る
。
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、
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要
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迅
速
に
支
給
す
る
た
め
に

議
会
初
日
に
委
員
会
を
開
催

　　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

６
億
４
６
９
３
万
９
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
３

９
億
５
３
３
１
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

ど
の
よ
う
な

考
え
で
、
こ

れ
ら
の
事
業
を
選
ん
だ
の

か
。

国
の
総
合
緊

急
対
策
で
は
、

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
使
っ
て
、

子
育
て
世
帯
支
援
・
中

小
企
業
者
支
援
等
が
求

め
ら
れ
て
い
る
た
め
。

図
書
カ
ー
ド
の

支
給
時
期
は
。

物
価
高
騰
対
策

に
加
え
て
、
家

庭
学
習
を
促
進
す
る
た
め

で
も
あ
る
の
で
、
夏
休
み

前
ま
で
に
は
支
給
し
た

い
。

物
価
高
騰
に
よ

り
本
市
の
給
食

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

て
い
る
の
か
。

現
時
点
で
は
、

食
材
費
は
前
年

度
比
で
約
６
％
高
騰
し
て

い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
上

昇
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

待
機
児
童
数
　
大
幅
減
少

　
令
和
４
年
４
月
１
日
時

点
の
待
機
児
童
数
は
、
31

人
で
す
。
昨
年
度
は
、
１

３
７
人
で
１
０
６
人
減
少

し
て
い
ま
す
。
年
齢
別
の

待
機
児
童
数
の
内
訳
は
、

左
図
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　

　
待
機
児
童
数
は
、
認
可

保
育
所
申
込
者
数
に
対
し

各
園
の
定
員
と
保
育
士
の

雇
用
状
況
に
よ
り
、
変
動

し
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
い
き
い
き

ほ
い
く
え
ん
（
定
員
１
５

０
人
）
の
創
設
や
原
田
保

育
園
（
定
員
３
５
０
人
↓

３
８
０
人
）
の
増
改
築
な

ど
に
よ
り
、
定
員
が
増
え

た
こ
と
で
、
待
機
児
童
数

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
取
り
組
み
〉

①
新
た
に
小
規
模
保
育
事

業
所
２
施
設
を
創
設
し
、

令
和
５
年
４
月
の
開
園
を

目
指
す
。
定
員
は
各
19
人

で
合
計
38
人
の
受
け
入
れ

が
可
能
と
な
る
。

②
既
存
認
可
保
育
所
の
入

所
者
数
増
を
目
指
し
、
保

育
士
の
雇
用
確
保
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
各
園
と

連
携
を
進
め
る
。

③
保
育
士
を
新
規
に
雇
用

す
る
た
め
、
８
月
に
認
可

保
育
所
合
同
就
職
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
。

　
ま
た
、
保
育
補
助
者
の

活
用
と
家
賃
補
助
制
度
、

広
域
入
所
制
度
を
継
続
。

　
保
育
士
の
処
遇
改
善
や

求
人
登
録
等
も
行
い
保
育

士
の
雇
用
確
保
に
努
め
る
。

小
規
模
保
育
事

業
所
の
創
設
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

６
月
13
日
に
公

募
内
容
の
概
要

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

し
て
い
る
。
今
後
、
正
式

な
募
集
要
項
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
掲
載
す
る
。
申
込

は
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
ま
で
の
予
定
で
、
そ

の
後
審
査
を
行
い
た
い
。

小
規
模
保
育
事

業
所
と
認
可
保

育
所
と
の
連
携
は
。

小
規
模
保
育
事

業
所
が
認
可
保

育
所
（
園
）
と
の
連
携
保

育
施
設
を
確
保
す
る
。
３

歳
に
な
っ
た
時
の
入
所

は
、
保
護
者
の
希
望
に
沿

っ
た
保
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
る
。

所
管
事
務
報
告

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

全員一致

可決

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
な
ど

　　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

１
億
５
８
５
４
万
４
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
４

１
億
１
１
８
５
万
８
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納

等
支
援
事
業
の
算
出
根
拠

は
。

対
象
者
は
約
２

５
０
人
が
対
象

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
約
１
万
円
相
当
の
乗

車
券
等
を
支
給
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
過
去
３
年

間
の
返
納
件
数
の
平
均
か

ら
算
出
し
て
い
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

執
行
部

議
員

258万円1
国
の
支
援
策

市
独
自
の
支
援
策

事業名 事業概要 予算額No 区分

歳出補正の内容と予算額

１億3,638万円6

１億2,381万円2

480万円3

１億9,886万円4

１億1,250万円5

6,800万円7

住民税非課税世帯等への臨
時特別給付金支給事業

新たに住民税非課税となった世帯への臨時特別給付金の支給方法を
変更するもの。

低所得の子育て世帯（児童扶養手当受給者・住民税非課税の子育て世帯
等）へ生活支援特別給付金として児童１人あたり５万円を支給するもの。

国の制度改正に伴い、申請期間を８月末まで延長するもの。
（月額／１人世帯：６万円、２人世帯：８万円、３人以上世帯：10万円）

物価高騰の中、子育て世帯の生活を支援するために、０歳～１８歳を
対象に、一人あたり20ｋｇのおこめ券を支給するもの。

物価高騰による家計支援と地場経済活性化のため、市内対象店舗に
おけるキャッシュレス決済による支払いに20％分のプレミアムポイ
ントを付与するもの。※３月末までのいずれかの1カ月

子どもの読書離れを予防し、家庭学習を促進するため、小・中・高校生
等に図書カードを一人あたり１万円分支給するもの。

食品価格が高騰するなか、給食の質を維持し、保護者の負担軽減を図
るために、給食費の助成や給食の材料購入経費の増額を行うもの。

子育て世帯生活支援特別給
付金支給事業

新型コロナウイルス感染症生
活困窮者自立支援金支給事業

子育て世帯へのおこめ券支
給事業

家計応援・キャッシュレス決済
普及促進事業

児童・生徒への図書カード支
給事業

学校給食物価高騰対策事業
他　５事業

130万円1

事業名 事業概要 予算額No

262万円2

1,950万円

3 １億2,948万円

4

564万円5

防災事務事業 行政区の屋外拡声器等を整備

自主返納等を行った高齢者に公共交通機関の乗車券等を支給

令和3年度の事業費精算に伴い、国庫支出金を返還

小規模保育事業所の整備における国の補助基準額と補助率の
引き上げ
民間との給与格差是正のため、公立保育所等の会計年度任用
職員の給与見直し

高齢者運転免許証
自主返納等支援事業
住民税非課税世帯等への
臨時特別給付金支給事業

児童福祉施設整備事業

二日市保育所運営事業
他13事業

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

認可保育所
定員合計数

認可保育所
保育士合計数

R3

2110

413

R4

2290

437

前年度比

＋180

＋24

参考資料（4月1日時点）

令和3年
10

71

31

合計137人

13
111

令和4年

合計31人

106人
減少

10
14
7

（単位：人）

申込者数

認可保育所入所数

その他の施設利用等

待機児童数

R3

2411

R4

2443

前年度比

＋32

2063 2176 ＋113

211 236 ＋25

137 31 －106

保育所入所状況（4月1日時点）

待機児童数　前年度比較

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

（単位：人）

※万円単位で掲載しています。

※万円単位で掲載しています。
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日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 9/1 2 3

5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17

19 20 21 22 23 24

26

8/28

4

11

18

25 27 28 29 30 10/1

※変更となる場合があります。

・本会議は原則として午前１０時に開会します。
・９月定例会の請願・陳情の受付は８月２６日（金曜日）正午までです。

建設環境常任委員会

老
朽
管
更
新
の
進
捗
状
況

　
水
道
老
朽
管
更
新
計
画

は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
事
故
を
防
止
、
将
来
的

な
水
の
安
定
供
給
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
布
設
し

て
か
ら
約
40
年
を
経
過
す

る
管
路
を
対
象
と
し
て
更

新
を
行
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
老
朽
管
更
新

は
、
国
の
制
度
に
基
づ
き

計
画
を
策
定
、
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
計
画
は
、

持
続
可
能
な
下
水
道
事
業

を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
、
効
率
的
な
老
朽
化
対

策
を
行
い
ま
す
。

　
計
画
の
流
れ
と
し
て

は
、
ま
ず
カ
メ
ラ
に
よ
る

管
路
の
点
検
調
査
、
そ
れ

を
基
に
設
計
、
最
終
的
に

は
改
築
・
修
繕
の
工
事
と

い
う
サ
イ
ク
ル
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

口
径
の
大
き
い
幹
線
、
鉄

道
の
軌
道
下
埋
設
管
、
河

川
の
下
越
し
な
ど
、
施
設

の
重
要
度
に
よ
り
優
先
順

位
を
決
め
て
い
ま
す
。

水
道
の
具
体
的

な
更
新
計
画
は
。

常
に
水
が
入
っ

た
状
態
の
管
内

の
調
査
が
困
難
な
た
め
、

口
径
が
大
き
い
と
こ
ろ
や

40
年
以
上
経
過
し
た
老
朽

管
の
箇
所
を
選
定
し
、
２

０
０
ミ
リ
以
上
の
管
か
ら

優
先
し
て
布
設
替
を
行
っ

て
い
る
。

概
要

所
管
事
務
調
査

概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

概
要
概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
側
の
今
！

　
Ｊ
Ｒ
が
進
め
て
い
る
乗

降
口
の
建
物
整
備
は
、
基

礎
工
事
、
鉄
骨
の
建
て
方

等
が
完
了
し
て
お
り
、
現

在
は
足
場
を
組
ん
で
、
床

や
外
壁
等
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｊ
Ｒ

と
継
続
し
た
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
一
日
も
早
い
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

停
車
ス
ペ
ー
ス

は
何
台
か
。

４
〜
５
台
は
停

め
ら
れ
る
。

原
田
駅
で
も
送

迎
の
車
が
相
当

並
ぶ
。
停
車
台
数
を
ど
の

よ
う
に
予
測
し
た
の
か
。

駅
東
口
の
状
況

を
見
て
、
警
察

と
協
議
し
現
状
の
形
を
考

え
て
い
る
。駐

輪
場
の
台
数

は
。

約
３
０
０
台
を

想
定
し
て
い
る
。

概
要

所
管
事
務
調
査

概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

概
要
概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

お
こ
め
券
支
給

　
物
価
高
騰
の
中
、
子
育

て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
お
こ
め
券
を
支

給
し
ま
す
。
対
象
者
は
、

０
歳
か
ら
18
歳
の
方
で
、

約
１
万
９
千
人
で
す
。
１

人
当
た
り
１
㎏
20
枚
の
お

こ
め
券
を
対
象
者
に
郵
送

し
ま
す
。
総
事
業
費
は
、

１
億
９
８
８
６
万
６
千
円

で
、
内
訳
は
、
お
こ
め
券

代
と
し
て
１
億
９
１
０
０

万
円
、
郵
送
料
と
し
て
７

８
６
万
６
千
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。利

用
で
き
る
店

舗
は
。

お
米
を
取
り
扱

っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
例
え
ば
、
Ｊ
Ａ
、

米
屋
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

等
で
利
用
で
き
る
。

概
要

所
管
事
務
調
査

概
要
概
要
概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

JR二日市駅西側乗降口完成予定図

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問

一般質問 本会議
最終日

本会議
初日

常任委員会 常任委員会 
本会議
決算審査
特別委員会

常任委員会 常任委員会 決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

令和４年 ９月定例会

６月定例会 審議結果（６月８日～６月24日）

補正予算・・・・ ２件（原案可決）

２件

専決処分・・・・ ５件（承認）

報 告 ・・・・・・

・令和３年度筑紫野市一般会計予算繰越明許費繰越計算書
・令和３年度筑紫野市下水道事業会計予算繰越計算書

議案の内容は、市の
ホームページをご覧下さい。

下水道長寿命化
計画

ストック
マネジメント

計画

政策対象管路

1,978m

1,666m

1,978m

157m

100%

9.4%

改築延長 進捗率

下水道老朽管更新 進捗状況

第1期

第２期

対象

約32km

約78km

約33km 30.2%
（R3年度末）

整備済 進捗率

水道老朽管更新 進捗状況
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日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 9/1 2 3

5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17

19 20 21 22 23 24

26

8/28

4

11

18

25 27 28 29 30 10/1

※変更となる場合があります。

・本会議は原則として午前１０時に開会します。
・９月定例会の請願・陳情の受付は８月２６日（金曜日）正午までです。

建設環境常任委員会

老
朽
管
更
新
の
進
捗
状
況

　
水
道
老
朽
管
更
新
計
画

は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
事
故
を
防
止
、
将
来
的

な
水
の
安
定
供
給
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
布
設
し

て
か
ら
約
40
年
を
経
過
す

る
管
路
を
対
象
と
し
て
更

新
を
行
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
老
朽
管
更
新

は
、
国
の
制
度
に
基
づ
き

計
画
を
策
定
、
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
計
画
は
、

持
続
可
能
な
下
水
道
事
業

を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
、
効
率
的
な
老
朽
化
対

策
を
行
い
ま
す
。

　
計
画
の
流
れ
と
し
て

は
、
ま
ず
カ
メ
ラ
に
よ
る

管
路
の
点
検
調
査
、
そ
れ

を
基
に
設
計
、
最
終
的
に

は
改
築
・
修
繕
の
工
事
と

い
う
サ
イ
ク
ル
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

口
径
の
大
き
い
幹
線
、
鉄

道
の
軌
道
下
埋
設
管
、
河

川
の
下
越
し
な
ど
、
施
設

の
重
要
度
に
よ
り
優
先
順

位
を
決
め
て
い
ま
す
。

水
道
の
具
体
的

な
更
新
計
画
は
。

常
に
水
が
入
っ

た
状
態
の
管
内

の
調
査
が
困
難
な
た
め
、

口
径
が
大
き
い
と
こ
ろ
や

40
年
以
上
経
過
し
た
老
朽

管
の
箇
所
を
選
定
し
、
２

０
０
ミ
リ
以
上
の
管
か
ら

優
先
し
て
布
設
替
を
行
っ

て
い
る
。

概
要

所
管
事
務
調
査

概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

概
要
概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
側
の
今
！

　
Ｊ
Ｒ
が
進
め
て
い
る
乗

降
口
の
建
物
整
備
は
、
基

礎
工
事
、
鉄
骨
の
建
て
方

等
が
完
了
し
て
お
り
、
現

在
は
足
場
を
組
ん
で
、
床

や
外
壁
等
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｊ
Ｒ

と
継
続
し
た
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
一
日
も
早
い
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

停
車
ス
ペ
ー
ス

は
何
台
か
。

４
〜
５
台
は
停

め
ら
れ
る
。

原
田
駅
で
も
送

迎
の
車
が
相
当

並
ぶ
。
停
車
台
数
を
ど
の

よ
う
に
予
測
し
た
の
か
。

駅
東
口
の
状
況

を
見
て
、
警
察

と
協
議
し
現
状
の
形
を
考

え
て
い
る
。駐

輪
場
の
台
数

は
。

約
３
０
０
台
を

想
定
し
て
い
る
。

概
要

所
管
事
務
調
査

概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

概
要
概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

お
こ
め
券
支
給

　
物
価
高
騰
の
中
、
子
育

て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
お
こ
め
券
を
支

給
し
ま
す
。
対
象
者
は
、

０
歳
か
ら
18
歳
の
方
で
、

約
１
万
９
千
人
で
す
。
１

人
当
た
り
１
㎏
20
枚
の
お

こ
め
券
を
対
象
者
に
郵
送

し
ま
す
。
総
事
業
費
は
、

１
億
９
８
８
６
万
６
千
円

で
、
内
訳
は
、
お
こ
め
券

代
と
し
て
１
億
９
１
０
０

万
円
、
郵
送
料
と
し
て
７

８
６
万
６
千
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。利

用
で
き
る
店

舗
は
。

お
米
を
取
り
扱

っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
例
え
ば
、
Ｊ
Ａ
、

米
屋
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

等
で
利
用
で
き
る
。

概
要

所
管
事
務
調
査

概
要
概
要
概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

JR二日市駅西側乗降口完成予定図

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問

一般質問 本会議
最終日

本会議
初日

常任委員会 常任委員会 
本会議
決算審査
特別委員会

常任委員会 常任委員会 決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

令和４年 ９月定例会

６月定例会 審議結果（６月８日～６月24日）

補正予算・・・・ ２件（原案可決）

２件

専決処分・・・・ ５件（承認）

報 告 ・・・・・・

・令和３年度筑紫野市一般会計予算繰越明許費繰越計算書
・令和３年度筑紫野市下水道事業会計予算繰越計算書

議案の内容は、市の
ホームページをご覧下さい。

下水道長寿命化
計画

ストック
マネジメント

計画

政策対象管路

1,978m

1,666m

1,978m

157m

100%

9.4%

改築延長 進捗率

下水道老朽管更新 進捗状況

第1期

第２期

対象

約32km

約78km

約33km 30.2%
（R3年度末）

整備済 進捗率

水道老朽管更新 進捗状況
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坂口 勝彦
（公明党）

平嶋 正一
（つくし野）

筑
紫
野
市
政
の

　こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

大石（大字大石）
（詳細はＰ１０に掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

６月定例会の一般質問では、市政について８人の議員が１７題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

① 行財政改革の取組について
② 今後の市政運営への思いについて

■ 横尾　秋洋　議員

①持続可能な働き方について

①市民の求める地域公共交通の充実について

■ 坂口　勝彦　議員
① 公営墓地の設置・運用について
② 保育所の待機児童について

■ 前田　倫宏　議員

① 竜岩自然の家への民間資金の活用について
② 有害鳥獣対策の強化について

■ 八尋　一男　議員

① 子どもの命を守る対策について
② 小中学生の不登校支援について
③ 自然保育の導入について

■ 段下　季一郎　議員

① 西小田橋の架け替えや西小田地区の道路拡幅について
② 小中学校での教員不足はないのか
③ 学校部活の外部指導者導入について
④ 保育所の待機児童について
⑤ 藤田市長の４期目について

■ 田中　允　議員

①ＪＲ二日市駅地区整備事業について

■ 平嶋　正一　議員

■ 西村　和子　議員

「
労
働
者
協
同
組
合
法
」
の
周
知
を

福
岡
県
と
連
携
し
情
報
発
信
に
努
め
る

議
員
　
日
本
で
は
男
女
の

所
得
の
格
差
や
長
時
間
労

働
、
正
規
、
非
正
規
雇
用

の
待
遇
の
差
な
ど
が
問
題

視
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
働

き
手
と
な
る
人
口
が
減
っ

て
い
る
事
や
労
働
生
産
性

を
示
す
数
値
が
低
下
し
て

い
る
事
、
多
様
な
働
き
方

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
事
な
ど
が
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
労
働
に
関
す

る
法
律
の
整
備
と
企
業
の

取
組
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
　
　

　
現
在
の
企
業
の
雇
用
形

態
で
は
育
児
や
介
護
の
た

め
に
離
職
せ
ざ
る
を
得
な

い
人
も
多
く
、
人
材
を
確

保
す
る
た
め
に
多
様
な
働

き
方
が
で
き
る
雇
用
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
度
、

働
く
人
が
自
ら
出
資
し
、

経
営
を
担
う
「
協
同
労

働
」
を
行
う
団
体
に
法
人

格
を
認
め
る
「
労
働
者
協

同
組
合
法
」
が
成
立
し
、

本
年
10
月
１
日
に
施
行
日

が
決
定
し
た
。
労
働
者
協

同
組
合
は
非
営
利
団
体
で

あ
り
、
そ
の
性
質
上
自
治

体
と
連
携
す
る
こ
と
で
よ

り
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、

地
域
ご
と
の
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
市
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長
　
地
域
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
や
多
様
な

就
労
の
機
会
の
創
出
な
ど

新
た
な
働
き
方
の
シ
ス
テ

ム
作
り
に
つ
な
が
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
普
及
啓
発
な
ど
積

極
的
に
支
援
を
行
う
べ
き

で
は
。

環
境
経
済
部
長
　
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

J
R
二
日
市
駅
工
事
の
延
期
理
由
は

協
議
に
日
数
を
要
し
た

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
の

路
線
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
は
。

企
画
政
策
部
長
　
４
月
に

開
通
し
た
筑
紫
原
田
線
、

現
在
整
備
が
進
ん
で
い
る

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
口
開
設

等
に
よ
り
、
市
民
の
動
線

が
今
後
大
き
く
変
化
す
る

も
の
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
声
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
地
域
の

実
情
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
交
通
体
系
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
御
笠
自
治
会
バ
ス
や

カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
と
の
カ

ミ
ー
リ
ヤ
を
起
点
と
し
た

結
節
に
よ
る
、
本
市
の
地

域
公
共
交
通
の
柱
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
重
要

な
指
標
で
あ
る
結
節
に
つ

い
て
の
実
態
調
査
は
。

企
画
政
策
部
長
　
実
態
調

査
は
、
交
通
体
系
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
な
か
で
、

当
然
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

議
員
　
地
域
で
取
り
組
む

助
け
合
い
の
交
通
支
援
の

市
の
考
え
方
と
支
援
は
。

企
画
政
策
部
長
　
非
常
に

厳
し
い
法
律
上
の
制
約
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
交
通
施
策
の
枠
に

と
ど
ま
ら
ず
福
祉
施
策
も

含
め
て
幅
広
く
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

西村 和子
（市民会議）

市
民
の
求
め
る

　
　
　
　地
域
公
共
交
通
の
充
実
は

交
通
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず

　
　
　
　  

幅
広
い
検
討
の
必
要
が
あ
る

議
員
　
令
和
2
年
度
に
小

学
校
2
校
と
中
学
校
2
校

に
お
い
て
ト
イ
レ
改
修
工

事
が
完
了
し
多
く
の
市
民

か
ら
喜
ば
れ
た
。
当
然
残

り
の
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

工
事
は
３
年
度
に
実
施
さ

れ
る
も
の
と
思
っ
た
が
令

和
３
年
度
予
算
に
は
新
規

事
業
と
し
て
Ｊ
Ｒ
二
日
市

駅
地
区
整
備
事
業
と
し
て

４
億
４
千
３
百
万
円
が
計

上
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
業

費
の
約
９
割
の
４
億
円
が

４
年
度
に
繰
越
さ
れ
た
。

こ
の
繰
越
さ
れ
た
４
億
円

を
う
ま
く
予
算
配
分
を
し

て
い
た
な
ら
ば
、
３
年
度

に
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改

修
工
事
が
終
わ
っ
て
い
た

も
の
と
思
う
。

　
ま
た
、
今
議
会
に
報
告

さ
れ
た
令
和
３
年
度
予
算

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
よ
る
と
、
同
事
業
は
本

年
12
月
末
に
完
了
す
る
と

あ
る
。
令
和
４
年
度
に
は

こ
の
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
整
備

事
業
と
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
改
修
整
備
事
業
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
両
事

業
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

関
心
の
高
い
事
業
で
あ
る

の
で
早
期
の
完
成
を
望
む
。

　
こ
の
繰
越
さ
れ
た
理
由

を
伺
う
。

建
設
部
長
　
関
係
機
関
と

の
協
議
に
不
測
の
日
数
を

要
し
た
た
め
で
あ
る
。

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

建
設
部
長

議
員

議
員
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野
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政
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こ
が
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い
!!

一般
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大石（大字大石）
（詳細はＰ１０に掲載しています。）
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６月定例会の一般質問では、市政について８人の議員が１７題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

① 行財政改革の取組について
② 今後の市政運営への思いについて

■ 横尾　秋洋　議員

①持続可能な働き方について

①市民の求める地域公共交通の充実について

■ 坂口　勝彦　議員
① 公営墓地の設置・運用について
② 保育所の待機児童について

■ 前田　倫宏　議員

① 竜岩自然の家への民間資金の活用について
② 有害鳥獣対策の強化について

■ 八尋　一男　議員

① 子どもの命を守る対策について
② 小中学生の不登校支援について
③ 自然保育の導入について

■ 段下　季一郎　議員

① 西小田橋の架け替えや西小田地区の道路拡幅について
② 小中学校での教員不足はないのか
③ 学校部活の外部指導者導入について
④ 保育所の待機児童について
⑤ 藤田市長の４期目について

■ 田中　允　議員

①ＪＲ二日市駅地区整備事業について

■ 平嶋　正一　議員

■ 西村　和子　議員

「
労
働
者
協
同
組
合
法
」
の
周
知
を

福
岡
県
と
連
携
し
情
報
発
信
に
努
め
る

議
員
　
日
本
で
は
男
女
の

所
得
の
格
差
や
長
時
間
労

働
、
正
規
、
非
正
規
雇
用

の
待
遇
の
差
な
ど
が
問
題

視
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
働

き
手
と
な
る
人
口
が
減
っ

て
い
る
事
や
労
働
生
産
性

を
示
す
数
値
が
低
下
し
て

い
る
事
、
多
様
な
働
き
方

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
事
な
ど
が
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
労
働
に
関
す

る
法
律
の
整
備
と
企
業
の

取
組
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
　
　

　
現
在
の
企
業
の
雇
用
形

態
で
は
育
児
や
介
護
の
た

め
に
離
職
せ
ざ
る
を
得
な

い
人
も
多
く
、
人
材
を
確

保
す
る
た
め
に
多
様
な
働

き
方
が
で
き
る
雇
用
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
度
、

働
く
人
が
自
ら
出
資
し
、

経
営
を
担
う
「
協
同
労

働
」
を
行
う
団
体
に
法
人

格
を
認
め
る
「
労
働
者
協

同
組
合
法
」
が
成
立
し
、

本
年
10
月
１
日
に
施
行
日

が
決
定
し
た
。
労
働
者
協

同
組
合
は
非
営
利
団
体
で

あ
り
、
そ
の
性
質
上
自
治

体
と
連
携
す
る
こ
と
で
よ

り
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、

地
域
ご
と
の
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
市
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長
　
地
域
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
や
多
様
な

就
労
の
機
会
の
創
出
な
ど

新
た
な
働
き
方
の
シ
ス
テ

ム
作
り
に
つ
な
が
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
普
及
啓
発
な
ど
積

極
的
に
支
援
を
行
う
べ
き

で
は
。

環
境
経
済
部
長
　
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

J
R
二
日
市
駅
工
事
の
延
期
理
由
は

協
議
に
日
数
を
要
し
た

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
の

路
線
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
は
。

企
画
政
策
部
長
　
４
月
に

開
通
し
た
筑
紫
原
田
線
、

現
在
整
備
が
進
ん
で
い
る

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
口
開
設

等
に
よ
り
、
市
民
の
動
線

が
今
後
大
き
く
変
化
す
る

も
の
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
声
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
地
域
の

実
情
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
交
通
体
系
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
御
笠
自
治
会
バ
ス
や

カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
と
の
カ

ミ
ー
リ
ヤ
を
起
点
と
し
た

結
節
に
よ
る
、
本
市
の
地

域
公
共
交
通
の
柱
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
重
要

な
指
標
で
あ
る
結
節
に
つ

い
て
の
実
態
調
査
は
。

企
画
政
策
部
長
　
実
態
調

査
は
、
交
通
体
系
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
な
か
で
、

当
然
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

議
員
　
地
域
で
取
り
組
む

助
け
合
い
の
交
通
支
援
の

市
の
考
え
方
と
支
援
は
。

企
画
政
策
部
長
　
非
常
に

厳
し
い
法
律
上
の
制
約
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
交
通
施
策
の
枠
に

と
ど
ま
ら
ず
福
祉
施
策
も

含
め
て
幅
広
く
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

西村 和子
（市民会議）

市
民
の
求
め
る

　
　
　
　地
域
公
共
交
通
の
充
実
は

交
通
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず

　
　
　
　  

幅
広
い
検
討
の
必
要
が
あ
る

議
員
　
令
和
2
年
度
に
小

学
校
2
校
と
中
学
校
2
校

に
お
い
て
ト
イ
レ
改
修
工

事
が
完
了
し
多
く
の
市
民

か
ら
喜
ば
れ
た
。
当
然
残

り
の
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

工
事
は
３
年
度
に
実
施
さ

れ
る
も
の
と
思
っ
た
が
令

和
３
年
度
予
算
に
は
新
規

事
業
と
し
て
Ｊ
Ｒ
二
日
市

駅
地
区
整
備
事
業
と
し
て

４
億
４
千
３
百
万
円
が
計

上
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
業

費
の
約
９
割
の
４
億
円
が

４
年
度
に
繰
越
さ
れ
た
。

こ
の
繰
越
さ
れ
た
４
億
円

を
う
ま
く
予
算
配
分
を
し

て
い
た
な
ら
ば
、
３
年
度

に
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改

修
工
事
が
終
わ
っ
て
い
た

も
の
と
思
う
。

　
ま
た
、
今
議
会
に
報
告

さ
れ
た
令
和
３
年
度
予
算

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
よ
る
と
、
同
事
業
は
本

年
12
月
末
に
完
了
す
る
と

あ
る
。
令
和
４
年
度
に
は

こ
の
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
整
備

事
業
と
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
改
修
整
備
事
業
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
両
事

業
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

関
心
の
高
い
事
業
で
あ
る

の
で
早
期
の
完
成
を
望
む
。

　
こ
の
繰
越
さ
れ
た
理
由

を
伺
う
。

建
設
部
長
　
関
係
機
関
と

の
協
議
に
不
測
の
日
数
を

要
し
た
た
め
で
あ
る
。

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

建
設
部
長

議
員

議
員
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前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

議
員
　
収
入
の
減
少
や
物

価
高
騰
に
よ
る
家
計
の
逼

迫
が
、
安
心
し
て
の
子
育

て
を
困
難
に
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
待
機
児
童
問

題
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、

正
確
な
待
機
児
童
数
を
把

握
し
、
保
育
施
設
の
受
け

皿
と
保
育
士
の
確
保
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
本
年

４
月
１
日
時
点
の
待
機
児

童
数
は
31
人
。
今
後
、
新

た
に
整
備
さ
れ
る
小
規
模

保
育
事
業
所
の
創
設
で
、

38
人
の
受
け
皿
確
保
が
可

能
に
な
り
、
待
機
児
童
解

消
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

だ
が
、
４
月
２
日
〜
３
月

31
日
の
間
に
入
所
を
希
望

す
る
が
、
保
留
に
な
る
児

童
も
い
る
。
そ
の
た
め
、

更
な
る
保
育
の
受
け
皿
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

　
ま
た
、
本
市
へ
転
入
し

働
い
て
頂
く
保
育
士
に
対

し
、
転
入
に
係
る
諸
経
費

等
を
助
成
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
今
後
も

受
け
皿
確
保
策
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。
保
育
士
の

雇
用
に
繋
が
る
よ
う
各
保

育
所
と
連
携
を
図
り
、
必

要
に
応
じ
検
討
し
て
い
く
。

公
営
墓
地
の
整
備
を

議
員
　
墓
地
に
関
し
、
地

方
公
共
団
体
で
の
運
用
が

望
ま
し
い
理
由
は
、
公
共

性
と
公
益
性
に
鑑
み
、
住

民
に
対
す
る
基
礎
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、

需
要
に
応
じ
て
行
政
が
計

画
的
に
供
給
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
と
、
将

来
に
わ
た
る
安
定
的
な
運

営
に
よ
り
、
住
民
が
よ
り

安
心
し
て
利
用
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。

　
国
は
、
「
墓
地
経
営
主

体
は
市
町
村
等
の
地
方
公

共
団
体
が
原
則
で
あ
る
」

と
の
指
針
を
示
し
て
い
る
。

樹
木
葬
は
、
区
画
も
小
さ

く
、
一
般
墓
よ
り
も
費
用

が
安
く
抑
え
ら
れ
、
合

祀
・
共
同
埋
葬
・
個
別
埋

葬
と
多
様
な
需
要
に
応
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。
基
本

的
に
永
代
供
養
で
あ
り
、

生
涯
未
婚
の
方
の
増
加
や

核
家
族
化
な
ど
が
進
展
す

る
中
で
実
態
に
沿
っ
た
需

要
に
対
応
で
き
る
。
そ
こ

で
、
樹
木
葬
な
ど
の
公
営

墓
地
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
現
時
点

で
市
と
し
て
整
備
す
る
考

え
は
な
い
が
、
墓
地
等
に

対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
が

生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

そ
の
時
々
の
状
況
を
見
て

対
応
し
て
い
く
。

議
員
　
福
岡
県
内
の
20
歳

未
満
自
殺
者
数
は
、
５
年

で
１
４
０
人
。
文
教
福
祉

委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と
、

市
内
の
不
登
校
、
暴
力
、

い
じ
め
は
増
加
傾
向
、
子

ど
も
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト

レ
ス
を
受
け
、
メ
ン
タ
ル

に
問
題
が
発
生
し
て
い
る

の
で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。

　
東
京
大
学
相
談
支
援
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
北
川

氏
に
よ
る
と
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ｓ
は
、
子
ど
も
の
命
を
守

る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
と

し
て
、
子
ど
も
の
助
け
て

ほ
し
い
と
い
う
望
み
を
拾

い
や
す
く
し
、
自
殺
リ
ス

ク
や
精
神
不
調
の
見
過
ご

し
を
防
ぐ
も
の
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
に
入
れ
た
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ｓ
で
、
生
徒
が
１
次
検
査

と
し
て
回
答
、
２
次
検
査

と
し
て
養
護
教
諭
が
自
動

集
計
さ
れ
た
結
果
を
見
て

問
診
、
危
機
対
応
で
き
る
。

　
文
科
省
の
資
料
に
は
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
手

法
の
一
つ
と
し
て
参
考
で

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
２
０

２
１
年
時
点
で
、
新
潟
県

は
全
県
に
実
施
計
画
、
東

京
都
で
３
校
ほ
か
導
入
例

は
多
数
。
健
診
に
よ
っ
て

緊
急
度
の
高
い
自
殺
リ
ス

ク
発
見
、
早
期
支
援
に
繋

が
っ
た
例
が
複
数
報
告
。

話
題
に
な
り
、
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
年
間
使
用
料
１
人
あ

た
り
２
０
０
円
、
年
間
基

本
料
は
１
校
あ
た
り
７
万

円
。

　
定
期
的
な
こ
こ
ろ
の
健

康
診
断
と
し
て
、
Ｒ
Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｓ
と
い
う
「
命
を
守
る

た
め
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
導

入
す
べ
き
」
で
は
。

教
育
部
長
　
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｓ

（
ラ
ン
プ
ス
）
は
、
活
用

し
て
い
る
学
校
の
割
合
が

全
国
的
に
少
な
く
、
県
に

お
い
て
も
小
中
学
校
で
の

事
例
が
な
い
。
有
効
性
の

確
認
が
十
分
で
き
ず
に
、

導
入
の
判
断
が
難
し
く
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
も
引
き
続
き
、

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め

の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
含
め
た

方
策
を
、
学
校
と
連
携
し

研
究
し
て
い
く
。

小
中
学
生
の
不
登
校

支
援
を

議
員
　
　
市
内
の
不
登
校

児
童
生
徒
は
約
１
４
０
名

程
度
、
適
応
指
導
教
室
が

全
て
カ
バ
ー
で
き
て
い
な

い
。
太
宰
府
市
で
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
ス
マ
イ
ル
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。
筑
紫

女
学
園
大
学
の
学
生
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

敷
居
の
低
い
お
姉
さ
ん
的

存
在
と
し
て
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
会
話
や
学
習
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
活
動
を
行
う
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
事
業
。

導
入
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
キ
ャ
ン
パ
ス

ス
マ
イ
ル
事
業
の
導
入
は
、

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
て
、

検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
藤
田
市
長
３
期
目

の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
７

ケ
月
余
り
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
市
長
就
任
以
来
、

綱
紀
粛
正
と
組
織
風
土
の

改
革
で
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
共

同
調
理
場
や
二
日
市
保
育

所
の
大
規
模
改
修
、
全
小

中
学
校
の
耐
震
化
、
エ
ア

コ
ン
設
置
な
ど
、
子
育
て

支
援
と
教
育
環
境
の
充
実

や
、
凍
結
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
「
市
庁
舎
建
設
」

「
地
域
公
共
交
通
」
な
ど

を
重
点
施
策
に
掲
げ
、
積

極
的
に
推
進
し
た
結
果
、

平
成
30
年
12
月
に
は
新
庁

舎
が
落
成
し
、
翌
１
月
か

ら
新
庁
舎
で
の
業
務
が
開

始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
運
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
、
地
域
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
高
尾

川
の
地
下
河
川
工
事
を
完

了
さ
せ
る
と
と
も
に
、
四

半
世
紀
の
間
、
事
業
を
継

続
し
て
き
た
筑
紫
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
も
、
都
市
計
画
道
路

筑
紫
原
田
線
の
開
通
に
よ

り
、
完
成
を
迎
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
数
々
の
大
型
事

業
を
手
掛
け
る
一
方
で
、

地
方
債
残
高
を
約
70
億
円

減
少
さ
せ
る
な
ど
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財

政
運
営
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
点
も
大
い
に
評
価
し
ま

す
。
来
年
１
月
22
日
に
執

り
行
わ
れ
る
市
長
選
挙
に

か
け
る
熱
い
思
い
は
。

市
長
　
就
任
以
来
、
５
つ

の
政
策
を
柱
に
し
て
、

「
ひ
か
り
輝
く
筑
紫
野
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に

取
り
組
み
ま
し
た
の
は
、

「
市
役
所
の
意
識
改
革
」

で
あ
り
ま
す
。
毎
朝
の
朝

礼
や
職
員
研
修
を
と
お
し

て
、
職
員
の
意
識
改
革
を

図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と

接
遇
の
向
上
、
綱
紀
の
粛

正
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
就
任
２
期
目

か
ら
は
、
市
政
運
営
上
の

重
要
課
題
を
重
点
施
策
と

し
て
位
置
付
け
、
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
質
問
に
あ
り
ま
し
た

庁
舎
や
治
水
対
策
の
ほ
か
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
待

機
児
童
対
策
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

様
々
な
施
策
を
手
掛
け
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の

間
、
基
金
は
約
38
億
円
増

加
し
、
地
方
債
を
約
70
億

円
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
将
来
世
代
に

負
担
を
残
さ
な
い
行
財
政

運
営
を
実
践
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
自
負
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
諸
施
策
を
次
期
総
合
計

画
へ
と
体
系
的
に
位
置
付

け
、
解
決
へ
の
道
筋
を
示

し
、
50
年
後
、
１
０
０
年

の
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
、
政
策
の
執
行
に

責
任
を
持
つ
行
政
の
長
と

し
て
の
私
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

私
の
経
験
と
人
脈
を
最
大

限
に
生
か
し
進
め
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
選
挙
に
か
け
る
熱
い
思
い
は

４
期
目
に
向
け
て

　
　 

全
力
で
戦
い
抜
い
て
ま
い
り
た
い

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
新
た
な
受
け
皿
を
!!

受
け
皿
確
保
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く

議
員
　
令
和
元
年
12
月
に

稼
ぐ
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
際
し
15
項
目
を
提

言
し
た
が
実
施
さ
れ
た
内

容
は
あ
る
か
。
利
活
用
拡

大
と
管
理
費
２
１
０
０
万

円
削
減
の
た
め
、
パ
ー
ク

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

企
画
政
策
部
長
　
各
地
に

民
間
企
業
の
力
を
活
用
し

集
客
、
収
益
向
上
を
図
っ

た
施
設
が
あ
る
こ
と
は
把

握
し
て
お
り
、
ま
た
、
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
に
よ
り

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い

る
の
も
理
解
し
て
い
る
。

　
現
施
設
は
、
竜
岩
小
学

校
が
統
廃
合
に
よ
り
閉
校

し
た
の
ち
、
御
笠
地
区
振

興
会
会
長
、
香
園
区
長
等
、

多
く
の
関
係
者
が
検
討
を

重
ね
ら
れ
た
も
の
が
施
設

整
備
、
利
用
の
在
り
方
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
青

少
年
が
健
や
か
に
心
身
と

も
に
成
長
し
て
い
く
た
め

の
健
全
育
成
の
社
会
教
育

施
設
と
し
て
ほ
し
い
と
の

内
容
で
現
在
に
至
る
。

　
学
習
面
で
は
、
野
鳥
観

察
会
、
登
山
教
室
の
講
座
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
を
設

置
、
ま
た
キ
ャ
ン
プ
用
品

の
持
ち
込
み
を
可
と
す
る

な
ど
好
評
を
得
て
い
る
。

　
近
隣
の
那
珂
川
市
の
五

ケ
山
ク
ロ
ス
や
平
戸
市
の

施
設
は
位
置
づ
け
が
社
会

教
育
施
設
で
は
な
く
観
光

交
流
施
設
で
あ
り
異
な
る
。

　
今
後
も
設
置
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
地
に
足
を
つ
け

た
社
会
教
育
施
設
と
し
て

の
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
の

強
化
を

議
員
　
イ
ノ
シ
シ
は
山
間

部
だ
け
で
な
く
街
中
に
も

出
没
し
人
身
被
害
も
懸
念

さ
れ
３
回
目
の
一
般
質
問

と
な
る
。
日
当
換
算
３
千

円
で
は
、
駆
除
班
の
活
動

に
限
界
。
国
の
捕
獲
経
費

に
市
独
自
の
上
乗
を
す
べ

き
。
駆
除
班
の
捕
獲
強
化

の
た
め
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
採
用
が
必
要
。
ま

た
、
捕
獲
後
の
処
分
方
法

の
支
援
も
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。
自
治

体
を
跨
ぎ
越
境
し
て
捕
獲

が
出
来
る
特
別
措
置
を
県

に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

４
項
目
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

環
境
経
済
部
長
　
「
鳥
獣

被
害
防
止
計
画
」
に
基
づ

い
た
対
策
を
行
っ
て
お
り

捕
獲
頭
数
の
増
加
及
び
被

害
額
の
減
少
に
繋
が
っ
て

い
る
。
現
在
の
捕
獲
体
制

及
び
被
害
防
止
の
取
組
に

よ
っ
て
、
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
、
継
続
的
な
効
果

も
期
待
で
き
る
と
判
断
し

て
お
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
採
用
や
捕
獲
経
費

の
上
乗
せ
は
考
え
て
い
な

い
。
市
境
を
越
え
た
捕
獲

活
動
は
県
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

竜
岩
自
然
の
家
、
民
間
資
金
の

　
　
　
　
活
用
で
財
政
負
担
軽
減
を

社
会
教
育
施
設
の
理
念
を
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　 

現
状
通
り
運
営
を
行
う

命
を
守
る
た
め
の

　
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
導
入
す
べ
き
で
は

今
後
も
引
き
続
き
方
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
し
て
い
く

横尾 秋洋
（つくし野）

八尋 一男
（つくし野）

環
境
経
済
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

市
長

議
員

議
員

議
員
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段下 季一郎
（市民会議）

議
員
　
収
入
の
減
少
や
物

価
高
騰
に
よ
る
家
計
の
逼

迫
が
、
安
心
し
て
の
子
育

て
を
困
難
に
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
待
機
児
童
問

題
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、

正
確
な
待
機
児
童
数
を
把

握
し
、
保
育
施
設
の
受
け

皿
と
保
育
士
の
確
保
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
本
年

４
月
１
日
時
点
の
待
機
児

童
数
は
31
人
。
今
後
、
新

た
に
整
備
さ
れ
る
小
規
模

保
育
事
業
所
の
創
設
で
、

38
人
の
受
け
皿
確
保
が
可

能
に
な
り
、
待
機
児
童
解

消
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

だ
が
、
４
月
２
日
〜
３
月

31
日
の
間
に
入
所
を
希
望

す
る
が
、
保
留
に
な
る
児

童
も
い
る
。
そ
の
た
め
、

更
な
る
保
育
の
受
け
皿
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

　
ま
た
、
本
市
へ
転
入
し

働
い
て
頂
く
保
育
士
に
対

し
、
転
入
に
係
る
諸
経
費

等
を
助
成
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
今
後
も

受
け
皿
確
保
策
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。
保
育
士
の

雇
用
に
繋
が
る
よ
う
各
保

育
所
と
連
携
を
図
り
、
必

要
に
応
じ
検
討
し
て
い
く
。

公
営
墓
地
の
整
備
を

議
員
　
墓
地
に
関
し
、
地

方
公
共
団
体
で
の
運
用
が

望
ま
し
い
理
由
は
、
公
共

性
と
公
益
性
に
鑑
み
、
住

民
に
対
す
る
基
礎
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、

需
要
に
応
じ
て
行
政
が
計

画
的
に
供
給
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
と
、
将

来
に
わ
た
る
安
定
的
な
運

営
に
よ
り
、
住
民
が
よ
り

安
心
し
て
利
用
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。

　
国
は
、
「
墓
地
経
営
主

体
は
市
町
村
等
の
地
方
公

共
団
体
が
原
則
で
あ
る
」

と
の
指
針
を
示
し
て
い
る
。

樹
木
葬
は
、
区
画
も
小
さ

く
、
一
般
墓
よ
り
も
費
用

が
安
く
抑
え
ら
れ
、
合

祀
・
共
同
埋
葬
・
個
別
埋

葬
と
多
様
な
需
要
に
応
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。
基
本

的
に
永
代
供
養
で
あ
り
、

生
涯
未
婚
の
方
の
増
加
や

核
家
族
化
な
ど
が
進
展
す

る
中
で
実
態
に
沿
っ
た
需

要
に
対
応
で
き
る
。
そ
こ

で
、
樹
木
葬
な
ど
の
公
営

墓
地
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
現
時
点

で
市
と
し
て
整
備
す
る
考

え
は
な
い
が
、
墓
地
等
に

対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
が

生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

そ
の
時
々
の
状
況
を
見
て

対
応
し
て
い
く
。

議
員
　
福
岡
県
内
の
20
歳

未
満
自
殺
者
数
は
、
５
年

で
１
４
０
人
。
文
教
福
祉

委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と
、

市
内
の
不
登
校
、
暴
力
、

い
じ
め
は
増
加
傾
向
、
子

ど
も
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト

レ
ス
を
受
け
、
メ
ン
タ
ル

に
問
題
が
発
生
し
て
い
る

の
で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。

　
東
京
大
学
相
談
支
援
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
北
川

氏
に
よ
る
と
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ｓ
は
、
子
ど
も
の
命
を
守

る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
と

し
て
、
子
ど
も
の
助
け
て

ほ
し
い
と
い
う
望
み
を
拾

い
や
す
く
し
、
自
殺
リ
ス

ク
や
精
神
不
調
の
見
過
ご

し
を
防
ぐ
も
の
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
に
入
れ
た
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ｓ
で
、
生
徒
が
１
次
検
査

と
し
て
回
答
、
２
次
検
査

と
し
て
養
護
教
諭
が
自
動

集
計
さ
れ
た
結
果
を
見
て

問
診
、
危
機
対
応
で
き
る
。

　
文
科
省
の
資
料
に
は
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
手

法
の
一
つ
と
し
て
参
考
で

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
２
０

２
１
年
時
点
で
、
新
潟
県

は
全
県
に
実
施
計
画
、
東

京
都
で
３
校
ほ
か
導
入
例

は
多
数
。
健
診
に
よ
っ
て

緊
急
度
の
高
い
自
殺
リ
ス

ク
発
見
、
早
期
支
援
に
繋

が
っ
た
例
が
複
数
報
告
。

話
題
に
な
り
、
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
年
間
使
用
料
１
人
あ

た
り
２
０
０
円
、
年
間
基

本
料
は
１
校
あ
た
り
７
万

円
。

　
定
期
的
な
こ
こ
ろ
の
健

康
診
断
と
し
て
、
Ｒ
Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｓ
と
い
う
「
命
を
守
る

た
め
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
導

入
す
べ
き
」
で
は
。

教
育
部
長
　
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｓ

（
ラ
ン
プ
ス
）
は
、
活
用

し
て
い
る
学
校
の
割
合
が

全
国
的
に
少
な
く
、
県
に

お
い
て
も
小
中
学
校
で
の

事
例
が
な
い
。
有
効
性
の

確
認
が
十
分
で
き
ず
に
、

導
入
の
判
断
が
難
し
く
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
も
引
き
続
き
、

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め

の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
含
め
た

方
策
を
、
学
校
と
連
携
し

研
究
し
て
い
く
。

小
中
学
生
の
不
登
校

支
援
を

議
員
　
　
市
内
の
不
登
校

児
童
生
徒
は
約
１
４
０
名

程
度
、
適
応
指
導
教
室
が

全
て
カ
バ
ー
で
き
て
い
な

い
。
太
宰
府
市
で
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
ス
マ
イ
ル
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。
筑
紫

女
学
園
大
学
の
学
生
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

敷
居
の
低
い
お
姉
さ
ん
的

存
在
と
し
て
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
会
話
や
学
習
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
活
動
を
行
う
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
事
業
。

導
入
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
キ
ャ
ン
パ
ス

ス
マ
イ
ル
事
業
の
導
入
は
、

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
て
、

検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
藤
田
市
長
３
期
目

の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
７

ケ
月
余
り
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
市
長
就
任
以
来
、

綱
紀
粛
正
と
組
織
風
土
の

改
革
で
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
共

同
調
理
場
や
二
日
市
保
育

所
の
大
規
模
改
修
、
全
小

中
学
校
の
耐
震
化
、
エ
ア

コ
ン
設
置
な
ど
、
子
育
て

支
援
と
教
育
環
境
の
充
実

や
、
凍
結
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
「
市
庁
舎
建
設
」

「
地
域
公
共
交
通
」
な
ど

を
重
点
施
策
に
掲
げ
、
積

極
的
に
推
進
し
た
結
果
、

平
成
30
年
12
月
に
は
新
庁

舎
が
落
成
し
、
翌
１
月
か

ら
新
庁
舎
で
の
業
務
が
開

始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
運
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
、
地
域
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
高
尾

川
の
地
下
河
川
工
事
を
完

了
さ
せ
る
と
と
も
に
、
四

半
世
紀
の
間
、
事
業
を
継

続
し
て
き
た
筑
紫
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
も
、
都
市
計
画
道
路

筑
紫
原
田
線
の
開
通
に
よ

り
、
完
成
を
迎
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
数
々
の
大
型
事

業
を
手
掛
け
る
一
方
で
、

地
方
債
残
高
を
約
70
億
円

減
少
さ
せ
る
な
ど
、
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財

政
運
営
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
点
も
大
い
に
評
価
し
ま

す
。
来
年
１
月
22
日
に
執

り
行
わ
れ
る
市
長
選
挙
に

か
け
る
熱
い
思
い
は
。

市
長
　
就
任
以
来
、
５
つ

の
政
策
を
柱
に
し
て
、

「
ひ
か
り
輝
く
筑
紫
野
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に

取
り
組
み
ま
し
た
の
は
、

「
市
役
所
の
意
識
改
革
」

で
あ
り
ま
す
。
毎
朝
の
朝

礼
や
職
員
研
修
を
と
お
し

て
、
職
員
の
意
識
改
革
を

図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と

接
遇
の
向
上
、
綱
紀
の
粛

正
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
就
任
２
期
目

か
ら
は
、
市
政
運
営
上
の

重
要
課
題
を
重
点
施
策
と

し
て
位
置
付
け
、
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
質
問
に
あ
り
ま
し
た

庁
舎
や
治
水
対
策
の
ほ
か
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
待

機
児
童
対
策
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

様
々
な
施
策
を
手
掛
け
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の

間
、
基
金
は
約
38
億
円
増

加
し
、
地
方
債
を
約
70
億

円
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
将
来
世
代
に

負
担
を
残
さ
な
い
行
財
政

運
営
を
実
践
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
自
負
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
諸
施
策
を
次
期
総
合
計

画
へ
と
体
系
的
に
位
置
付

け
、
解
決
へ
の
道
筋
を
示

し
、
50
年
後
、
１
０
０
年

の
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
、
政
策
の
執
行
に

責
任
を
持
つ
行
政
の
長
と

し
て
の
私
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

私
の
経
験
と
人
脈
を
最
大

限
に
生
か
し
進
め
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
選
挙
に
か
け
る
熱
い
思
い
は

４
期
目
に
向
け
て

　
　 

全
力
で
戦
い
抜
い
て
ま
い
り
た
い

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
新
た
な
受
け
皿
を
!!

受
け
皿
確
保
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く

議
員
　
令
和
元
年
12
月
に

稼
ぐ
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
際
し
15
項
目
を
提

言
し
た
が
実
施
さ
れ
た
内

容
は
あ
る
か
。
利
活
用
拡

大
と
管
理
費
２
１
０
０
万

円
削
減
の
た
め
、
パ
ー
ク

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

企
画
政
策
部
長
　
各
地
に

民
間
企
業
の
力
を
活
用
し

集
客
、
収
益
向
上
を
図
っ

た
施
設
が
あ
る
こ
と
は
把

握
し
て
お
り
、
ま
た
、
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
に
よ
り

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い

る
の
も
理
解
し
て
い
る
。

　
現
施
設
は
、
竜
岩
小
学

校
が
統
廃
合
に
よ
り
閉
校

し
た
の
ち
、
御
笠
地
区
振

興
会
会
長
、
香
園
区
長
等
、

多
く
の
関
係
者
が
検
討
を

重
ね
ら
れ
た
も
の
が
施
設

整
備
、
利
用
の
在
り
方
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
青

少
年
が
健
や
か
に
心
身
と

も
に
成
長
し
て
い
く
た
め

の
健
全
育
成
の
社
会
教
育

施
設
と
し
て
ほ
し
い
と
の

内
容
で
現
在
に
至
る
。

　
学
習
面
で
は
、
野
鳥
観

察
会
、
登
山
教
室
の
講
座
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
を
設

置
、
ま
た
キ
ャ
ン
プ
用
品

の
持
ち
込
み
を
可
と
す
る

な
ど
好
評
を
得
て
い
る
。

　
近
隣
の
那
珂
川
市
の
五

ケ
山
ク
ロ
ス
や
平
戸
市
の

施
設
は
位
置
づ
け
が
社
会

教
育
施
設
で
は
な
く
観
光

交
流
施
設
で
あ
り
異
な
る
。

　
今
後
も
設
置
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
地
に
足
を
つ
け

た
社
会
教
育
施
設
と
し
て

の
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
の

強
化
を

議
員
　
イ
ノ
シ
シ
は
山
間

部
だ
け
で
な
く
街
中
に
も

出
没
し
人
身
被
害
も
懸
念

さ
れ
３
回
目
の
一
般
質
問

と
な
る
。
日
当
換
算
３
千

円
で
は
、
駆
除
班
の
活
動

に
限
界
。
国
の
捕
獲
経
費

に
市
独
自
の
上
乗
を
す
べ

き
。
駆
除
班
の
捕
獲
強
化

の
た
め
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
採
用
が
必
要
。
ま

た
、
捕
獲
後
の
処
分
方
法

の
支
援
も
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。
自
治

体
を
跨
ぎ
越
境
し
て
捕
獲

が
出
来
る
特
別
措
置
を
県

に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

４
項
目
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

環
境
経
済
部
長
　
「
鳥
獣

被
害
防
止
計
画
」
に
基
づ

い
た
対
策
を
行
っ
て
お
り

捕
獲
頭
数
の
増
加
及
び
被

害
額
の
減
少
に
繋
が
っ
て

い
る
。
現
在
の
捕
獲
体
制

及
び
被
害
防
止
の
取
組
に

よ
っ
て
、
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
、
継
続
的
な
効
果

も
期
待
で
き
る
と
判
断
し

て
お
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
採
用
や
捕
獲
経
費

の
上
乗
せ
は
考
え
て
い
な

い
。
市
境
を
越
え
た
捕
獲

活
動
は
県
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

竜
岩
自
然
の
家
、
民
間
資
金
の

　
　
　
　
活
用
で
財
政
負
担
軽
減
を

社
会
教
育
施
設
の
理
念
を
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　 

現
状
通
り
運
営
を
行
う

命
を
守
る
た
め
の

　
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
導
入
す
べ
き
で
は

今
後
も
引
き
続
き
方
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
し
て
い
く

横尾 秋洋
（つくし野）

八尋 一男
（つくし野）

環
境
経
済
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

市
長

議
員

議
員

議
員
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議
員
　
四
期
目
に
向
け
て

市
長
　
市
政
報
告
会
に
ご

参
集
い
た
だ
い
た
多
数
の

皆
様
か
ら
の
継
続
し
た
力

強
い
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
ご
期
待
に
そ
む

く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と

承
知
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
未
来
に

向
け
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

西
小
田
橋
の
架
け
替

え
や
西
小
田
地
区
の

道
路
拡
幅
は

議
員
　
県
の
現
地
調
査
等

が
実
施
さ
れ
た
が
そ
の
後

の
進
捗
は
。

建
設
部
長
　
架
け
替
え
工

事
は
、
県
が
令
和
4
年
度

よ
り
一
部
工
事
に
着
手
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
県
道
53
号
久
留
米
筑
紫

野
線
の
狭
隘
箇
所
の
改
善

は
、
引
き
続
き
拡
幅
等
に

つ
い
て
県
と
協
議
を
重
ね

て
い
く
。

外
部
指
導
者
導
入
は

議
員
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有

識
者
会
議
で
学
校
部
活
動

の
休
日
指
導
を
地
域
や
民

間
団
体
に
委
ね
る
「
地
域

移
行
」
に
つ
い
て
２
０
２

５
年
度
末
を
目
標
に
提
言

さ
れ
た
が
市
の
方
針
は
。

教
育
部
長
　
現
在
ス
ポ
ー

ツ
庁
に
於
い
て
こ
の
提
言

を
受
け
必
要
な
施
策
を
検

討
し
、
改
め
て
通
知
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え

な
が
ら
学
校
及
び
関
係
団

体
と
連
携
し
市
の
方
針
策

定
に
向
け
検
討
し
て
い

く
。

議
員
　
外
部
指
導
者
へ
の

謝
金
は
支
払
わ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
地
域
移
行

を
実
現
す
る
に
は
外
部
指

導
者
へ
の
財
政
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
。

教
育
部
長
　
現
時
点
で
は

外
部
指
導
者
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
後
、
国

が
示
す
施
策
の
内
容
を
踏

ま
え
、
市
の
実
情
に
適
合

し
た
、
適
切
で
望
ま
し
い

サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
を
研

究
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

議
員
　
小
中
学
校
で
の
教

員
不
足
は
な
い
の
か
。

教
育
部
長
　
小
中
学
校
９

校
で
12
名
が
不
足
し
て
お

り
早
急
に
改
善
す
べ
く
県

に
教
員
の
配
置
を
強
く
要

望
し
て
い
る
。

議
員
　
教
師
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
や
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長
　
令
和
２
年
度

か
ら
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
等
を
配
置
し
資

料
の
作
成
や
校
内
の
消
毒

な
ど
、
児
童
生
徒
の
学
習

支
援
や
教
員
の
負
担
軽
減

等
を
行
っ
て
い
る
。

藤
田
市
長
四
期
目
に
向
け
て

未
来
に
向
け
た

　
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め
て
い
く

大石…６ページ解説

　大石地区は、宝満山の麓にあります。地区内を通る米ノ山峠越えの道

は、古来からの道で、古代大宰府と都を結んでいた官道(都と地方を結ぶた

めに全国規模で整備された道)が通っていたと伝えられています。(『筑前国

続風土記』)

　この地区には、長さは約10ｍ、幅約８ｍもある大きな石があり、地域の

人々からは「石神様」とよばれ、大切に守り伝えられてきました。この大きな

石が地名の由来となり、この地は「大石」と呼ばれているそうです。

　第９８回全国市議会議長会（令和４年５月２５日開催）において、髙原良視議長
より本市提出議案である「子ども家庭庁の創設による新たな子ども政策の推進に
ついて」が提案され、原案のとおり可決されました。

こども家庭庁の創設による新たなこども政策の推進について

　わが国では、少子化・人口減少に歯止めがかからず、児童虐待や不登校、いじめ、
こどもの貧困や自殺などの問題に加えて、コロナ禍による負の影響もあり、こどもを
取り巻く状況が深刻になっていることから、こどもまんなか社会を目指すため、令和
３年１２月に「こども政策の新たな推進体制に関する基本方針」が閣議決定された。
　これまでこども政策は、関係府省庁において、それぞれの所掌に照らして行われて
きた。「こども家庭庁」においては、こどもの視点に立ち、こどもの権利を保障し、
こどもを誰一人取り残さず、こどもの健やかな成長を社会全体で後押ししていくため
の新たな制度作りや、行政の「縦割り」により生じている弊害を解消・是正していく
ことを目指すとされている。
　一方、国の体制が変わっても、こどもに関する各種施策の具体的な実施を担うのは
地方自治体である。地方自治体の現場では、こどもに関する様々な相談や要望が寄せ
られており、その課題は広範囲かつ多岐にわたるため、限られた人員・財源で対応に
苦慮しているのが現状である。
　よって、こども家庭庁の創設による新たなこども政策の推進にあたっては、国と地
方自治体との定期的な意見交換や協議、さらにはＮＰＯをはじめとする市民社会との
積極的な対話・連携・協働を行うことにより、地域の実情やニーズを把握するととも
に、地方自治体において混乱が生じることのないよう技術的支援を行うこと、また、
必要な人材確保等ができるよう十分な財政措置等を行うことを強く要望する。

全国市議会議長会で
本市議会提出議案が可決されました。
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大石…６ページ解説

　大石地区は、宝満山の麓にあります。地区内を通る米ノ山峠越えの道

は、古来からの道で、古代大宰府と都を結んでいた官道(都と地方を結ぶた

めに全国規模で整備された道)が通っていたと伝えられています。(『筑前国

続風土記』)

　この地区には、長さは約10ｍ、幅約８ｍもある大きな石があり、地域の

人々からは「石神様」とよばれ、大切に守り伝えられてきました。この大きな

石が地名の由来となり、この地は「大石」と呼ばれているそうです。

　第９８回全国市議会議長会（令和４年５月２５日開催）において、髙原良視議長
より本市提出議案である「子ども家庭庁の創設による新たな子ども政策の推進に
ついて」が提案され、原案のとおり可決されました。

こども家庭庁の創設による新たなこども政策の推進について

　わが国では、少子化・人口減少に歯止めがかからず、児童虐待や不登校、いじめ、
こどもの貧困や自殺などの問題に加えて、コロナ禍による負の影響もあり、こどもを
取り巻く状況が深刻になっていることから、こどもまんなか社会を目指すため、令和
３年１２月に「こども政策の新たな推進体制に関する基本方針」が閣議決定された。
　これまでこども政策は、関係府省庁において、それぞれの所掌に照らして行われて
きた。「こども家庭庁」においては、こどもの視点に立ち、こどもの権利を保障し、
こどもを誰一人取り残さず、こどもの健やかな成長を社会全体で後押ししていくため
の新たな制度作りや、行政の「縦割り」により生じている弊害を解消・是正していく
ことを目指すとされている。
　一方、国の体制が変わっても、こどもに関する各種施策の具体的な実施を担うのは
地方自治体である。地方自治体の現場では、こどもに関する様々な相談や要望が寄せ
られており、その課題は広範囲かつ多岐にわたるため、限られた人員・財源で対応に
苦慮しているのが現状である。
　よって、こども家庭庁の創設による新たなこども政策の推進にあたっては、国と地
方自治体との定期的な意見交換や協議、さらにはＮＰＯをはじめとする市民社会との
積極的な対話・連携・協働を行うことにより、地域の実情やニーズを把握するととも
に、地方自治体において混乱が生じることのないよう技術的支援を行うこと、また、
必要な人材確保等ができるよう十分な財政措置等を行うことを強く要望する。

全国市議会議長会で
本市議会提出議案が可決されました。
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参加者の声　

簡単な資料を準備していただける
と報告内容がより理解しやすいと
感じた。

対面の議会報告会であると対応で
きる議員が限られるが、リモート
であると全議員に対応をしてもら
えるので、効率的であった。

もう少しわかりやすい言葉にして
もらえると良いと思った。

今後、質問内容を勉強して参加
したい。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第１２回
ハイブリッド型
議会報告会を
開催しました

⑴議会だよりを使用した議会報告

　●令和4年度予算
　●各常任委員会報告

⑵意見交換

参加者の質問・意見　15件

二日市コミュニティセンター

山家コミュニティセンター

オンライン（Zoom）

令和４年5月28日（土）
14時～15時40分

開催日時 会場名・オンライン

合　計

参加者数

参 加 者 ア ン ケ ー ト 結 果初

（１）あなたの年齢は （２）議会報告会にこれまで何回
　 参加されましたか。

７０歳代以上
14人（61％）６０歳代

5人（22％）

３０歳代
３人（13％）

５０歳代
１人（４％）

（３）今回の議会報告会をどのようにして
　 知りましたか。
      

（４）議会報告会は年1回以上、開催することと
　 していますが、どう思いますか。

議員を通じて
18人（78％）

評価する
23人（100％）

議会だより
4人（18％）

（５）本日の議会報告会はいかがでしたか。

参加してよかった
21人（91％）

無回答
2人（9％）

その他
１人（４％）

議会が
聴く 見る 動く

9人

10人

5人

24人

　２会場とオンライン（Zoom）で、参加者から１５件の
質問やご意見をいただきました。
　紹介できなかった意見や質疑応答は、筑紫野市議会
のホームページに掲載しています。

２回
５人（22％）

３回
6人（26％）

初めて
8人（35％）

４回以上
4人（17％）
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今回の議会報告会は市役所6階・議会フロア第一委員会室、二日市コミュニティセンター、山家コミュ
ニティセンター、Zoomで参加された方をオンラインでつないでの議会報告・意見交換会でした。
二日市コミュニティセンターからの質問に市役所から応えたり、山家コミュニティセンターからの質
問に、二日市コミュニティセンターから応えたり…と、オンラインならではの展開になりました。

こちら・・・
山家コミュニティセンター

二日市コミュニティセンター
でーす

市役所６階　第一委員会室
準備ＯＫ…

市役所６階　議会フロア
準備ＯＫ…

避難所運営に女性の視点を
　　自然災害などで避難所の開設が増えた。女性のため
の避難所の運営について授乳や、プライバシーの確
保など男性ではわからないところもある。女性が危
機管理課に登用されていないところもあると聞い
た。その辺りについてどう考えているか。

鳥獣被害（イノシシ・シカ）対策を
　　イノシシとかシカをジビエとして有効
利用しているところもあるが筑紫野市
は考えていないのか。

　　山家では鳥獣被害が多く、国の事業で
ネットを入れたが現実的には全部張れ
てない。通学路もあるので人の安全面
からも、また農業面でもプラスになる
ので取り組んでもらえないか。

災害時要援護者支援
　　災害時要援護者支援について、市に通
じる防災ベルなど手立てはあるのか。 
取り組みをしたら、何らかの方法で連
絡が取れるようにしなければならない
のではないか。

水資源は大丈夫か
　　現在、水の確保はできているとのこ
とであるが、今後の人口増に対応
できるのか。

プライベートゾーンの教育は
　　プライベートゾーンを考える性教育
があると聞いた、筑紫野市では始
まっているのか。

市有地の有効活用を
　　旧市役所跡地、早期処分の検討を
してはどうか。

　・上下水道庁舎跡地の利用、区画整理
用地の保育園設置の経過はどうな
っているのか。 

各中学校の校則は
　　公立中学校の校則については人権

に配慮したものになっているの
か。

　　避難所運営は、女性の意見が重要視されており、
会議の中で女性が入るようにしているので所管課
とも話していきたい。

市の人口は約10万5千人で必要な水は
22,595ｔ。現在確保している水は
28,900ｔで、およそ13万8千人分と考
えられます。これからの人口動態を考
えると、十分であると考えています。

プライベートゾーンは、体育の時に着
る水着で隠れる部分を想定し、大切に
する範囲として学ぶものと認識してい
ます。本市で行っているかどうかは、
学校の調査をしないとわからないの
で、文教福祉常任委員会の所管事務調
査で取り組んでいきます。

市議会でも糸島市の処理場を視察した
ことがありますが、どこに設置する
か、誰が管理するか、処理施設が必要
なほど頭数が捕獲できるのか等採算面
などから、市としての設置は難しい状
況にあります。
農業面だけでなく、人的被害を重点に
した新たな観点なので、引き続き議会
としても取り組んでいきます。

旧市役所跡地利用は、近隣の皆さんや団体から様々なご意見を伺っておりますが、現時点では未定
です。
上下水道庁舎跡地は、令和2年にプロポーザル方式により決定した「筑紫ガス・アトリエサンカクス
ケールグループ」に、区画整理用地は、市の待機児童解消にむけて、定員150名の認可保育所用地
として、各々30年契約で土地を貸しています。

各学校は同じ校則になっていません。例えば二日市中学校は、以前と違い教職員と生徒会が協議して校則
に上げる仕組みに変わっています。今後、文教福祉常任委員会の所管事務調査で取り組んでいきます。

市内82行政区のうち、35行政区、7コミュニティのうち、4コミュニティが協定を結んでいます。取
り組みとして、要援護者からの登録内容を避難支援として地域担当の民生委員さんに情報提供をしてい
ます。登録者は1月時点で、1626人に対し、支援者は508人と30％程となっています。今後も、こ
の制度の周知、支援者の登録増、危機管理についてより良い方向になるように議会でも議論を深めてま
いります。
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Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

A
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　いつもご覧いただきましてありがとうございます。今回の議会
報告会では初めてハイブリッドで開催しました。コロナ禍での新
たな取り組みでしたが、会場や自宅など何処からでも参加できる
仕組みでありました。この経験を活かし、更にご意見を伺える報
告会にして参ります。また、表紙は私達で撮影し、市内７コミュニ
ティを紹介してきました。次回シリーズをお楽しみに。  （波多江）

編集後記

議員３０年以上特別表彰を受賞された田中允議員

　第９８回全国市議会議長会
定期総会において、永年の議
会活動を通じ、地方自治と市
政の発展に寄与された功績に
対し、議員30年以上特別表
彰として田中允議員が受賞さ
れました。

議会を見る Facebook 日記 議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。

６月８日
議員３０年以上
特別表彰
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会議録の検索はこちらから
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クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
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